
令和４年
第４回定例会 №152

令和4年第４回定例会・第３回臨時会 ･･ 2

全員協議会 ･････････････････････････ 3

一般質問・答弁 ･･････････････････4～9

議会のうごき・新議員紹介 ･････ 10～11

活動日誌・市議会からのお知らせ ･･･････12

検索大船渡市議会
市議会インターネット配信

令和5年2月6日発行

市議会だより

ご　
　

挨　
　

拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
市
議
会
の
活
動

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
大
船
渡
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
大
船
渡
市
は
今
年
度
、市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

市
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
大
船
渡
市
議
会
も
、
70

年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
13
年
に
大
船
渡
市
と
三
陸
町
が
合
併
し
、
新
生
・
大

船
渡
市
と
し
て
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
市
政
を
築
か
れ
ま
し
た
先
人
の
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
、
そ
し
て
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
る
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
全
国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と

市
民
の
皆
様
の
一
丸
と
な
っ
た
取
組
に
よ
り
、
そ
の
都
度
、

立
ち
上
が
り
、
更
な
る
発
展
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
中
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
も
加
わ
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
支
援
す
る

取
組
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
市
議
会
の
総
務
・
教
育
福
祉
・
産
業
建
設
の
常
任
委
員

会
の
所
管
事
務
調
査
活
動
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、
総
務
・
教
育

福
祉
・
産
業
建
設
の
各
部
会
を
中
心
に
、
精
力
的
な
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
議
会
と

し
て
政
策
形
成
や
市
に
対
す
る
提
言
な
ど
に
、
鋭
意
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
そ
の
負
託
、
期
待
に
全
力
で

応
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
活
気
に
満
ち
た
、

す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
船
渡
市
議
会
議
長

　

   　

三　

浦　
　

  

隆　

初日の出　泊漁港
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令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
16
日
か
ら
27
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
決
算
の
補
正
予
算
を
含
む

議
案
16
件
を
審
議
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

大
船
渡
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
職
員
定
年
65
歳
に
向
け
て
、
来
年
度

以
降
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
一
般
県
道
丸
森
権
現
堂
線
及
び
主
要

地
方
道
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
の

整
備
に
よ
る
道
路
の
一
部
引
受
け
に

伴
い
、
本
路
線
に
認
定
す
る
。

主
な
議
案

令
和
４
年
度
大
船
渡
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
２
億
９
，７
０
２
万
円
を
歳
入
歳
出
と

も
増
額

○
電
気
料
金
な
ど
の
高
騰
に
伴
う
庁
舎

等
維
持
管
理
事
業
、学
校
管
理
費
。

主
な
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
支
援
事
業

・指
定
管
理
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援

　
補
助
金　
９
７
０
万
円

・福
祉
灯
油
事
業　
１
，６
２
０
万
円

令
和
４
年
度
大
船
渡
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
３
，５
３
０
万
４
千
円
を
歳
出
歳
入
と

も
増
額

○
国
が
１
月
よ
り
開
始
す
る
出
産
子
育

て
応
援
交
付
金
事
業
に
対
応
す
る
財

源
を
確
保
し
４
月
よ
り
妊
娠
届
け
出

時
、１
人
５
万
円
、更
に
出
生
届
後
５

万
円
の
現
金
給
付
を
想
定
。

主
な
内
容

・県
の
例
に
準
じ
た
給
与
の
改
正
等
に
伴

　
う
調
整
額　
１
，６
３
４
万
円

・介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

　
定
）繰
出
金　
４
４
万
９
千
円

・出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　
１
，８
５
１
万
５
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

全 16 議案  可決全 16 議案  可決 追加
決定！

　
第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
市

当
局
が
提
案
し
た
令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

と
、
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
空
調

設
備
更
新
（
建
築
・
機
械
設
備
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す

る
議
案
２
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

お
け
る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

の
価
格
高
騰
対
策
と
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
の
関
連
予
算
を
踏
ま
え
、
市

民
・
事
業
者
へ
の
支
援
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

第
３
回

   

臨 

時 

会

令
和
４
年
11
月
15
日
開
催

第４回定例会令和4年

令和４年度補正予算（第４号）、（第５号）
を加えた本年度の一般会計予算の総額
は 237億 9,792 万円になります。
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全員協議会
令和４年11月 4日開催
令和５年１月13日開催

　大船渡市議会全員協議会が令和４年 11 月 4 日に開かれ、市当局がまとめた第５次男女共同参画
行動計画 ( 案 ) について説明が行われました。令和５年 1月 13 日、市当局より第３次環境基本計画
( 案 )、第３期地域福祉計画 ( 案 ) 等、大船渡市公共施設等総合計画及び大船渡市公共施設等個別施
設計画の改訂についての説明が行われました。

第５次大船渡市男女共同参画行動計画（案）

第３次大船渡市環境基本計画（案）

行動計画（案）の基本的な考え方
　計画策定の趣旨として男女共同参
画の推進は、女性が輝く場、活躍す
る場を拡大することで社会を支える
力の増大を図り、社会全体の発展に
も深く寄与する取組です。本市では、
平成 15 年に大船渡市男女共同参画行
動計画を策定し、改訂を行いながら、
取組を推進してきました。

計画の位置付け
　「大船渡市総合計画 2021」を始め、
各種計画との整合を図った男女共同
参画に係る行政運営の基本方針であ
り、「女性の職業生活における活躍の
推進に関する法律」に規定する「市
町村推進計画」に位置付けられます。
計画期間は、令和５年度から令和９
年度までの５年間です。

目
指
す
ま
ち
の
姿

　「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
し
、

　
　
　
　
　
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
大
船
渡
」

基本目標１
自分らしさが輝く
地域社会の形成

基本目標２
パートナーと
支え合う家庭生活
の実現

基本目標３
安心して働ける
魅力ある職場環境
づくり
（女性活躍推進法に
基づく推進計画）

（仮称）「男女共同市民会議」の開催と
男女共同参画サポーターの養成

家事・育児・介護への男性の参画拡大
と家庭生活でのワーク・ライフ・バラ
ンスの改善

多様な性の在り方に対する理解促進

地区と行政の協働のまちづくりと連動
した女性や若者の意思決定過程及び実
践活動への参画拡大

利用しやすい保育・介護サービスを
目指した環境整備
DVや生活困窮などの課題を抱える対
象者への支援と相談窓口などの周知強化

性別による仕事の内容や待遇の格差の解消
職場における女性の活躍支援
職場でのワーク・ライフ・バランスの改善
育児・介護と仕事を両立できる職場環境づ
くり
女性活躍に向けた取組を市が率先して推進

　第３次大船渡市環境基本計画は、地球温暖化による気候変動など第
２次計画策定後により顕著となってきた環境問題を踏まえ、本市の優
れた環境を次世代へ継承するための長期的な目標と施策の方向などを
示し、市民、事業者、市が一体となってこれまでの取組を継続・発展
させながら、総合的かつ計画的に各種施策を推進するために策定する
ものです。
　計画期間は、令和５（2023）年度～令和 14（2032）年度の 10年間と
なります。

基本目標１
気候変動に対応した持続可能な
まちをめざします

基本目標２
生活環境が良好な安心して暮ら
し続けられるまちをめざします

基本目標３
生物多様性を確保し人と自然が
共生できるまちをめざします

基本目標４
地球環境に配慮したきれいで資源
が循環していくまちをめざします

基本目標５
協働による環境保全に取り組む
まちをめざします

1-1 地球温暖化対策
1-2 気候変動の影響へ
　　の適応

2-1 大気の環境
2-2 水の環境
2-3 身近な生活環境

3-1 自然生態系
3-2 景観資源・身近な
　　緑

4-1 廃棄物・リサイクル
4-2 環境美化

5-1 環境教育・環境学習
5-2 環境保全活動・環
　　境配慮

第３期大船渡市地域福祉計画 (案 ) 等について
行動計画（案）の基本的な考え方

　　　　　　［ 基 本 理 念 ]
誰もが　お互いに支え合い　安心して
　　健やかに　暮らせる　福祉のまち大船渡

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けること
は、誰もが望む共通の願いです。そのためには、
地域で暮らすさまざまな人の個性や価値観を認
め合い、子供から高齢者までの誰もが触れ合い、
支え合う「地域共生社会」の実現が不可欠です。
本計画の位置付け、これまでの取組の継続性、
当市の現状と課題への対応などを踏まえつつ、
地域共生社会の実現を目指すため、本計画の基
本理念は第２期計画から継承します。
　基本理念の実現を目指し、次の３つの基本目
標を掲げて計画をの推進を図ります。

地域福祉を推進するに当たり、その基礎となる
「自助」・「互助」の力を引き出し生かす「人づくり」
により、地域の課題を「我が事」として考え、
主体的にその解決に向けて行動できる人を増や
します。

市民一人一人の支え合う力を活力とし、地域そ
れぞれの状況を踏まえながら、「互助」・「共助」
の力により、誰もが安心して暮らし続けられる
地域をつくります。

個人や地域が抱えるさまざまな課題に、的確か
つ柔軟に対応できる仕組みづくりにより、包括
的な支援体制を構築します。

基本目標１  地域福祉を支える人づくり

基本目標２  安心して暮らせる地域づくり

基本目標３  包括的な支援に向けた仕組みづくり

　大船渡市公共施設等総合管理計画（以下「総
合管理計画」）及び大船渡市公共施設等個別施
設計画（以下「個別施設計画」）の改訂について
１目的
　総務省通知「公共施設等総合管理計画の策
定にあたっての指針の改訂等について」によ
り、総合管理計画及び個別施設計画に記載す
べき事項が追加されたことへ対応するとと
もに、計画策定から５年が経過したことに伴
う時点修正について、所要の改訂を行うもの
です。
２内容
　総合管理計画は、保有する建物や道路など
のインフラ資産を含んだ公共施設等の全体
を把握し、長期的な視点を持って、更新、統廃
合、長寿命化等を戦略的かつ計画的に行い、
財政負担を軽減・平準化するために策定し
た計画です。今般の修正は、計画期間中の一
部改訂であるため、状況変化等がより明確化
できることから、最小限の変更とするもので
す。個別施設計画は、総合管理計画を補完す
る計画であり、各施設の方向性のほか、維持
管理・更新等によるトータルコストの縮減
や財政負担の平準化をより具体的に示した
計画です。今般の修正は、各施設の現状等に
応じた時点修正を行うことにより、前期計画
期間に係る実績はもとより、今後の取組方針
や財源負担の見通しなど、最新の情報を示す
ものです。
3今後のスケジュール
　１月中旬～下旬　パブリックコメント
　２月　               計画改訂

豊
か
な
環
境
を
と
も
に
守
り
育
て

　
　
　
　
　
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
　
大
船
渡
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国
よ
り
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
子
供
や
子
育
て
世
帯
の
抱
え
る
問

題
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
虐
待
、
生
活
困
窮
、

予
期
し
な
い
妊
娠
な
ど
年
々
多
様
化
し
て
お

り
、
包
括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
子

育
て
に
関
す
る
「
児
童
福
祉
」
と
妊
娠
・
出

産
に
関
す
る
「
母
子
保
健
」
の
連
携
強
化
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
一
体
的
な
相
談
支

援
の
提
供
の
た
め
に
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
の
運
営
を
開
始
し
、
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
の
取
組
の
成
果

検
証
を
行
う
。
そ
の
上
で
既
存
の
児
童
福
祉

や
母
子
保
健
業
務
へ
の
影
響
を
勘
案
し
つ
つ
、

組
織
体
制
や
設
置
場
所
等
の
課
題
解
決
を
図

り
な
が
ら
、
二
つ
の
支
援
機
関
を
統
合
し
、

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
供
等
へ

の
一
体
的
な
相
談
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
の
早
期
設
置
に
努
め
て
い
く
。

　
　

　
　
　
　

子
育
て
支
援
施
策
充
実
の
た
め
、

子
育
て
世
代
の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

　
　
　
　
市
内
４
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相
談
・
情

報
提
供
、
助
言
等
行
い
な
が
ら
、
個
別
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
市
内
子

育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
、
子
育
て
支
援
や

子
供
の
貧
困
対
策
等
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
生
の

声
に
耳
を
傾
け
、
求
め
ら
れ
る
支
援
を
的
確

に
把
握
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

部
長

答

部
長

答

質 

問

質 

問

佐 

藤 

優 

子 

議
員

さ
と
う　

  

ゆ
う
こ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て

既
存
業
務
へ
の
影
響
を
勘
案
し
早
期
設
置
に
努
め
る

現
役
子
育
て
世
代
の
声
の
反
映
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和４年市議会第４回定例会の一般質問は、12月21・22・23日の３日間行われ、
11人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄にＱＲコードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
読み取り、アクセスにご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めしております。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問
一
　
般
　
質
　
問

「こども家庭センター」設置へ
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部
長

答

一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
新
市
長
体
制
と
な
り
、
今
後
に
向

け
た
取
り
組
み
方
や
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
時
代
に
沿
う
形
で
の
行
政
の
対
応
、

市
民
と
同
じ
認
識
の
下
、
共
有
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
転
換
時
期
だ
と
考
え

る
。
市
長
は
地
場
産
業
の
振
興
を
第
一
に
考

え
公
約
と
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
課
題
と

今
後
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

資
源
の
安
定
確
保
や
人
材
の
育

成
・
確
保
、
経
営
安
定
化
、
競
争
力
の
維

持
・
強
化
、
販
路
拡
大
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

方
策
と
し
て
は
、
多
様
な
機
関
等
と
の
対
話

を
重
視
し
、
既
存
産
業
は
も
と
よ
り
、
新
た

な
産
業
の
育
成
、
起
業
や
第
二
創
業
支
援
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
競
争
力
の
強
化
や
高

付
加
価
値
化
の
促
進
を
図
り
、
活
力
創
出
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
部
活
動
か
ら
ス
ポ
少
へ
の
移
行
に

係
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
指
導
者
の
確
保
、
大
会
の
参
加

資
格
等
を
含
め
た
運
営
の
在
り
方
、
事
故
が

起
き
た
際
の
責
任
・
補
償
の
明
確
化
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
学
校
と
の
連
携
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
や
関
係
団
体
と

情
報
共
有
を
図
り
、
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
長

答 質 

問

森 

　 

　 

亨 

議
員

も
り　
　
　
　

 

と
お
る

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

地
場
産
業
の
振
興
に
係
る
課
題
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る

教
育
長

答 質 

問
質 

問
答 

弁

渡 

辺 

　 

徹 

議
員

わ
た
な
べ　
　

  

と
お
る

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
発
生
し
て

お
よ
そ
３
年
、
現
在
、
第
８
波
の
感
染
拡
大

が
日
本
や
世
界
各
地
で
拡
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
飲
食
事
業
者
や
そ
の
関
連
事
業
者
の
状
況

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
市
当
局
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　
　
飲
食
関
連
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
と
、
日
中
の
客
足
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
８

割
程
度
ま
で
戻
り
つ
つ
あ
る
店
舗
も
あ
る
中

で
、
主
に
酒
類
を
提
供
す
る
夜
間
営
業
の
店

舗
で
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
そ
の

影
響
を
受
け
る
形
で
タ
ク
シ
ー
や
運
転
代
行

業
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
に
厳
し
い
経
営
状
況

の
事
業
所
が
あ
る
。

　
ま
た
、
市
内
の
飲
食
店
の
事
例
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
と
の
売
上
比
較
で
７
〜
８
割
程
度

ま
で
持
ち
直
し
て
い
る
一
方
で
、
仕
入
価
格

が
３
割
以
上
上
昇
し
て
い
る
品
目
が
あ
り
、

価
格
転
嫁
に
踏
み
切
っ
て
も
収
益
の
改
善
が

伴
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
市

内
で
は
基
本
的
な
感
染
対
策
の
緩
和
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
み
経
済
活
動
が
回
復
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
第
８
波
に
よ
る
感
染
拡
大
や

物
価
高
騰
の
影
響
も
相
ま
っ
て
飲
食
業
を
中

心
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
捉
え
て
い

る
。 

質 

問

飲
食
事
業
者
等
の
現
況
に
対
す
る
当
局
の
見
解
は

感
染
拡
大
や
物
価
高
騰
で
厳
し
い
状
況
が
続
く

津
波
危
険
区
域
指
定
の
考
え
方
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

地場産業振興への取組は

飲食店事業者等の状況は
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一
　
般
　
質
　
問

東 　

 

堅 

市 

議
員

あ
ず
ま　
　
　
け
ん
い
ち

　
　
　
　
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
男
81
・
４

歳
、
女
87
・
５
歳
で
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
健
康
寿
命
は

男
72
・
７
歳
、
女
75
・
４
歳
で
、
こ
の
間
が

10
年
ほ
ど
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と

か
ら
、
「
歳
を
と
っ
て
も
自
立
し
て
生
き
甲

斐
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
」
よ
う
に
健
康
寿

命
延
伸
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
市
に
お

け
る
「
健
康
寿
命
延
伸
策
」
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て「
介
護
予
防
の
推
進
」、「
健
康
づ
く
り
の

推
進
」、「
生
き
甲
斐
づ
く
り
と
社
会
参
加
の

促
進
」を
基
本
施
策
と
し
て
掲
げ
、体
力
づ
く

り
講
座
と
教
室
等
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
や
手

芸
・
囲
碁
・
農
作
業
と
い
っ
た
高
齢
者
の
趣

味
活
動
や
サ
ロ
ン
等
の
運
営
に
係
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら
地
域
公

民
館
を
会
場
に
「
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
教

室
開
催
」や「
フ
レ
イ
ル
予
防
普
及
啓
発
」等

も
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

 

　
　
　
　
「
健
康
寿
命
延
伸
策
」は
若
い
頃
か

ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
。こ
の
対
策
を
伺

う
。

　
　
　
　
当
市
の
健
康
増
進
計
画
で
あ
る
第

２
次
健
康
お
お
ふ
な
と
21
プ
ラ
ン
で
は
、
住

民
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
、
行

動
変
容
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
「
健
康
づ
く

り
10
か
条
」
を
定
め
て
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

部
長

答 質 

問

部
長

答 質 

問

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸
策
と
し
て
ど
ん
な
施
策
を

体
力
づ
く
り
講
座
や
教
室
等
を
開
催
し
て
い
る

質 

問
答 

弁

伊 

藤 

力 

也 

議
員

い
と
う　

  

り
き
や

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

０
歳
児
か
ら
の
保
育
料
無
料
化
の
効
果
・
財
源
を
伺
う

女
性
の
就
業
率
向
上
、
６
，
４
０
０
万
円
の
財
源
必
要

質 

問
答 

弁

　
　
　
　
当
市
は
こ
れ
ま
で
３
歳
児
か
ら
５

歳
児
の
保
育
料
無
料
化
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
の
度
の
公
約
で
あ
る
「
０
歳
児
か
ら
の
保

育
料
無
料
化
」の
効
果
、財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
０
歳
児
か
ら
の
保
育
料
無
料
化
に

よ
り
、
一
定
程
度
の
保
育
所
等
の
利
用
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
、
女
性
の
就
業
率
向
上
、

市
内
事
業
所
の
働
き
手
確
保
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
一
方
、

対
象
児
童
数
は
約
３
５
０
人
、
新
た
に
約
６
，

４
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
今
後
の
当
市
の
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
創
設
さ

れ
る
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
市
で
は
今
年
度
、
「
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

導
入
に
よ
る
学
び
の
個
別
最
適
化
事
業
」
及

び
「
一
斉
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

防
災
対
応
力
・
情
報
発
信
力
の
強
化
」
の
二

つ
の
事
業
に
つ
い
て
「
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
」
の
交

付
決
定
を
受
け
実
装
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
来
年
度
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
研
究
を
行
っ
た
窓
口
改

革
モ
デ
ル
に
つ
い
て
「
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
」
の
活

用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
け
る
調
査
・
研

究
な
ど
活
用
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と
考
え

る
。

質 

問
質 

問
大
船
渡
市
が
考
え
る
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て

部
長

答
部
長

答

年をとっても自立生活を

綾里こども園

若
い
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
の
対
策
は
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一
　
般
　
質
　
問

熊 

谷 

昭 

浩 

議
員

 

く
ま
が
い　

  

あ
き
ひ
ろ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
市
長
は
、
本
太
陽
光
発
電
事
業
に

関
し
、「
白
紙
」の
考
え
方
を
示
し
た
が
、環
境

に
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
最
大
限
配
慮
さ
れ

た
本
事
業
計
画
に
対
す
る
住
民
の
理
解
も
進

ん
で
き
て
い
る
。市
長
に
は
、自
ら
の
本
事
業

へ
の
考
え
方
を
明
確
に
示
し
た
上
で
、
未
来

を
見
据
え
た
正
し
い
判
断
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
本
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
き
ち
ん
と
確
認
す
る
と
と
も
に
、

事
業
者
と
岩
手
県
と
の
協
議
の
行
く
末
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
現
時

点
で
賛
成
、
反
対
の
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
た
発

言
は
適
切
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
白
紙
」
と

い
う
表
現
で
心
情
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
、
事
業
者
と
県
と
の
協
議
の
動
向
等
も

踏
ま
え
、
市
と
し
て
の
対
応
を
判
断
す
る
。

　
　
　
　
市
長
は
、
令
和
３
年
２
月
、
地
方

自
治
法
の
兼
業
禁
止
に
抵
触
し
た
と
し
て
、

議
員
辞
職
し
た
が
、
市
長
に
就
任
さ
れ
た
今
、

本
件
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
説
明
不
足
だ
っ
た
と
の
指
摘
に
つ

い
て
は
、
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
議
員

の
皆
様
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

何
ら
か
の
形
で
説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
猛
省
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
上
は
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た
と
の
指

摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
市
長
の
行
動
判
断

に
は
、
す
べ
か
ら
く
説
明
責
任
が
伴
う
と
言

う
こ
と
を
肝
に
命
じ
、
市
政
運
営
に
誠
心
誠

意
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長

答 質 

問
質 

問

市
長

答

吉
浜
地
区
太
陽
光
発
電
事
業
、
未
来
を
見
据
え
判
断
を

事
業
者
と
県
と
の
協
議
の
動
向
等
を
踏
ま
え
判
断
す
る

質 

問
答 

弁

今 

野 

善 

信 

議
員

こ
ん
の　

  

よ
し
の
ぶ

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
不
登
校
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が
複
雑

に
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
に
よ
る
課
題
や
家
庭
環
境
に
応
じ
た
初

期
対
応
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
校
内
で
の

対
応
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
や
関
係

者
の
組
織
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
子
ど
も
た
ち
が
現
在

も
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
り
自
分
ら
し
く
生

き
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
学
び
を
保
障
し
て
い
く
の
か
な
ど

必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

市
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
学
校
で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
に

つ
い
て
、
教
職
員
や
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
家
を
加
え
た

ケ
ー
ス
会
議
を
開
き
、
登
校
に
向
け
た
方
針

や
計
画
を
立
て
、そ
の
方
針
の
下
、保
護
者
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
主
に
学
級
担
任
が

家
庭
訪
問
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
学
校
の
様
子
を
伝
え
た
り

学
習
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
学
習
支
援
を
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。さ
ら
に
、長

期
の
欠
席
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
欠
席

者
に
対
し
て
定
期
的
に
電
話
を
し
て
健
康
状

態
を
把
握
し
て
お
り
、
登
校
後
は
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、学
習
の
支
援

に
努
め
て
い
る
。今
後
と
も
、未
然
防
止
と
適

切
な
初
期
対
応
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教

育
相
談
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
児
童

生
徒
に
一
層
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い

く
。

次
長

答 質 

問

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
市
の
対
応
は

未
然
防
止
と
適
切
な
初
期
対
応
を
推
進
す
る

空
き
家
対
策
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

市
長
の
説
明
責
任
に
つ
い
て

質 

問
答 

弁

太陽光発電事業予定地

不登校児への市の対応は
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
地
域
社

会
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
観
点
で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

事
業
計
画
へ
の
地
域
住
民
の
理
解
・
合
意
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
で
き
な
け
れ
ば
事
業

計
画
を
断
念
す
べ
き
。
事
業
計
画
予
定
地
は

市
有
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
が
賃
貸
す
る
か

ど
う
か
が
事
業
計
画
の
成
否
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
り
、
決
定
的
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、

事
業
者
の
責
任
で
住
民
合
意
を
得
る
べ
き
で
、

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
市
有
地
を
賃
貸
す
べ

き
で
は
な
い
。
何
よ
り
住
民
の
意
向
を
最
大

限
尊
重
す
る
こ
と
が
、
民
主
主
義
の
観
点
か

ら
当
然
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
事
業
者
が
こ
れ
ま
で
二
十
数
回
に

及
ぶ
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
現

在
も
、
一
部
の
住
民
の
方
々
か
ら
、
自
然
環

境
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
対
し
て
強
い
懸

念
が
示
さ
れ
、
事
業
中
止
を
求
め
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
承
知
し
て
い
る
。

事
業
者
に
お
い
て
、
引
き
続
き
誠
意
を
持
っ

て
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
よ
う
努
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
今
後
の
判
断
材
料
と
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
事
実
関
係
を
正

し
く
捉
え
、
本
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
な
ど

を
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
と
お
り
、
市

有
地
の
賃
貸
の
判
断
に
、
住
民
の
皆
様
の
理

解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
岩

手
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
経
過

措
置
の
適
用
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
要
否

を
注
視
す
る
。

市
長

答

市
長

答

質 

問

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

住
民
合
意
の
無
い
吉
浜
の
太
陽
光
発
電
は
中
止
を

市
有
地
の
賃
貸
の
可
否
は
、
住
民
の
理
解
が
不
可
欠

質 

問
答 

弁

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

　
　
　
　
市
長
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
人
口
減
少
対
策
や
産
業
振
興
、
医
療
や
福

祉
の
充
実
、
市
民
協
働
や
教
育
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
行
政
と
議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
強
化
・
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
、
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で

は
、
各
種
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、
社
会
情

勢
は
も
と
よ
り
市
の
財
政
状
況
な
ど
も
含
め

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
当
市
は
、
現
在
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

り
、
市
長
が
掲
げ
て
い
る
公
約
の
実
現
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
が
、
課
題
解
決
や
公
約
実
現
も
含
め
て
ど

の
よ
う
に
市
政
の
舵
取
り
を
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
公
約
実
現
に
は
、
地
場
産
業
の
活

性
化
や
子
育
て
支
援
、
若
い
世
代
向
け
の
住

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

既
存
の
施
策
も
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効

果
や
成
果
の
検
証
、
優
先
順
位
を
付
け
な
が

ら
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
強
力
に
進
め
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
検
討
も
必
要
で

あ
る
。
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
や
未
利
用
施

設
の
除
却
に
よ
る
、
適
正
な
施
設
管
理
や
被

災
跡
地
の
有
効
活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

額
な
ど
に
よ
る
歳
入
の
確
保
に
努
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
以
上
の
よ

う
な
取
組
を
重
ね
な
が
ら
、
公
約
実
現
に
向

け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質 

問

公
約
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て

施
策
の
選
択
と
集
中
を
強
力
に
進
め
て
い
く

質 

問
答 

弁

吉浜の大窪山、メガソーラー計画地

課題解決や公約実現を

一
　
般
　
質
　
問

山 

本 

和 

義 

議
員

や
ま
も
と   

か
ず
よ
し

船 

砥 

英 

久 

議
員

ふ
な
と
　  

ひ
で
ひ
さ
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滝 

田 

松 

男 

議
員

た
き
た　

   

ま
つ
お

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

 

森
　 

　
操  

議
員

も
り　

  

　

  

み
さ
お

こ
ち
ら
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

こ
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
に
伴
う
対
応
準
備
に
つ
い
て

国
の
施
策
を
注
視
し
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

質 

問
答 

弁

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
令
和
５
年
４
月

１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
そ
の
政
策
の

土
台
と
し
て
６
つ
の
基
本
理
念
を
白
書
に
掲

げ
て
い
る
が
、
そ
の
理
念
に
基
づ
く
当
市
の

準
備
対
応
と
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体

制
に
関
す
る
基
本
方
針
」
で
は
、
教
育
・
福

祉
・
保
健
・
医
療
・
雇
用
な
ど
の
関
係
機
関

が
協
働
し
な
が
ら
、
思
春
期
か
ら
青
年
期
・

成
人
期
へ
の
移
行
期
に
あ
る
若
者
が
、
特
定

の
年
齢
で
一
律
に
区
切
ら
れ
る
こ
と
な
く
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
を
中
心
と
し
た

国
が
進
め
る
子
供
政
策
を
注
視
し
な
が
ら
、

切
れ
目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
、
そ
の

中
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
０
歳
か
ら
２

歳
児
に
焦
点
を
あ
て
、
妊
娠
・
出
産
時
に
合

計
10
万
円
の
給
付
と
と
も
に
、
伴
走
型
支
援

は
妊
娠
期
か
ら
育
児
期
ま
で
一
貫
し
て
寄
り

添
う
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
　
給
付
は
妊
娠
届
時
に
５
万
円
、
出

生
届
出
後
に
子
供
一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支

給
す
る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
の
対
象
者
は

妊
娠
及
び
出
生
の
双
方
に
該
当
す
る
方
が
約

１
５
０
人
、
妊
娠
の
み
が
約
70
人
。
当
市
で

は
、
平
成
31
年
４
月
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
既
に
構
築
さ

れ
て
い
る
。

質 

問
質 

問

「こども家庭庁」発足へ

　
　
　
　
市
民
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

苦
難
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
政
に
よ
る
異
常

な
物
価
高
騰
に
よ
り
、
暮
ら
し
と
営
業
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
も
と
で
今
回

の
市
長
選
挙
は
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
・
営

業
を
し
っ
か
り
と
守
る
か
ど
う
か
、
震
災
復

旧
・
復
興
か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
、
市
民

本
位
の
市
・
財
政
運
営
、
市
民
参
加
を
重
視

し
、
「
市
民
が
主
人
公
」
の
立
場
で
市
政
運

営
を
進
め
る
の
か
が
問
わ
れ
た
と
思
う
。
市

民
の
命
と
暮
ら
し
・
営
業
を
守
る
た
め
、

「
市
民
が
主
人
公
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
市

民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
市
民
の
意
思
を
尊
重

し
て
市
政
運
営
に
当
た
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
伺
う
。

　
　
　
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
ポ
ス
ト
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
ま
ち
づ
く
り
の

主
人
公
の
一
人
と
し
て
、
市
政
の
動
向
に
関

心
を
持
ち
、
市
政
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
市
民
と
行
政
が
と
も
に

語
り
合
い
、
情
報
を
共
有
す
る
「
広
聴
活

動
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
市
政
懇
談
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意
識
調
査
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
、
多
様
な
広
聴
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、
市
民
の
皆

様
に
市
の
政
策
を
伝
え
、
ご
意
見
、
ご
提
言

を
広
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
へ
生
か
し

て
い
く
。

市
長

答

市
長
　

答

部
長

答

質 

問

市
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
市
政
運
営
を

機
会
を
捉
え
意
見
・
提
言
を
市
政
に
生
か
し
て
い
く

妊
娠
時
か
ら
の
伴
走
型
相
談
支
援
と

給
付
金
に
つ
い
て

多様な広聴活動を

質 

問
答 

弁

一
　
般
　
質
　
問
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議 会 の う ご き

　総務常任委員会では、６月から「協働まちづくり」
をテーマに所管事務調査を行い、半年間の調査で
今回、一区切りとして報告書をまとめ、12 月定例
会の最終日に所管事務調査報告を行いました。
　11 月１日には、愛知県安城市議会の安城創成会
（会派）の皆さんが行政視察に訪れ、震災時の議会
の対応について意見交換を行いました。
　また、11 月 27 日の市議会議員補欠選挙におい
て当選された、宮﨑和貴議員が総務常任委員会の
一員として加わりました。

総務常任委員会

　教育福祉常任委員会では、所管事務調査のテー
マとして掲げた「妊娠期から子育て期までの子
ども・子育て支援の拡充・拡大について」の調
査の一環として、11 月１日に「NPO 法人　こ
そだてシップ」副理事長の大村恵世氏を招聘し
て、意見交換を行いました。
　また、11 月 17 日には、大船渡市子育て支援
センター「すくすくルーム」を訪問し、その実
情について見学しました。

教育福祉常任委員会

　産業建設常任委員会では、所管事務調査のテーマであ
る「産業振興と交流人口の拡大について」の調査の一環
として、12 月 9 日に市農林水産部と「磯焼け対策の取
組状況について」の意見交換を行い、現状における磯焼
けの状況やそれに対する取組の内容、今後の市としての
関わり方などについて説明を受け、理解を深めました。
　今後は、さらなる調査活動を深めるため、関係団体と
の意見交換や管内、管外での視察などを検討しながら、
課題解決に向けた取組を行っていきます。

産業建設常任委員会

安城市議会の視察

すくすくルーム見学

農林水産部との意見交換

気仙地区議会議員協議会：対県要望
　気仙地区議会議員協議会（気仙２市１町の全議員で構成）
が、岩手県に対する要望活動を行いました。
　気仙地区２市１町の行政上の課題を９項目にまとめた岩手
県知事宛の要望書を、大久保義人沿岸広域振興局副局長に提
出しました。
　特にも、「国際リニアコライダー（ILC）の誘致・実現につ
いて」、「海洋環境変化等に伴う深刻な漁業被害の原因究明と
抜本的対策及び東京電力福島第一原発 ALPS 処理水の海洋放
出について」、「県道整備について」の 3 点を重点項目とし
て掲げ、実現に向けて強く働きかけました。

11月15日

要望書提出
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見学の様子

第9回奥州市議会・大船渡市議会・陸前高田市議会議員研修会の開催
　陸前高田市において第 9 回奥州市議会・大船渡市議会・
陸前高田市議会研修会が開催され、60名余の議員が集い、
交流を深めました。
　研修会では、陸前高田市立博物館主任学芸員　熊谷賢氏を
講師に、「よみがえる博物館～陸前高田市立博物館における
文化財レスキュー～」と題し、全国の博物館などの協力で展
示物が修復され、震災から 11 年 8 か月ぶりに再建された同
博物館の震災から再建までの取組の講演で、時間とともに風
化する震災の記憶と文化財を未来に残すための活動の大切さ
を、改めて学ぶ機会となりました。

11月7日

岩手県市議会議員研修会に参加
　県内の市議会議員による議員研修会が盛岡市内で開催さ
れ、当市議会も参加しました。
　研修内容は、第１部では、「子育て支援と地域づくり」に
おける現在の日本の課題と支援の取組について、第2部では、
「アフターコロナの防災・危機管理」における個人の備えと
組織の対応についてと題し、2 名の講師から講演をいただき
ました。　
　今回学んだことを、今後の議会活動に生かし、市民福祉の
増進につなげていきます。

11月11日

市政調査会が岩手県沿岸広域
振興局との意見交換会を開催

　市政調査会では、昨年度に引き続き岩手県沿岸広域振興局
との意見交換会を開催しました。
　意見交換の内容は、「岩手県が設定した最大クラスの津波浸
水想定について」、「主要地方道大船渡綾里三陸線について」、
「原油高、物価高への対策について」など、多岐にわたりました。
　また、防潮堤の活用や内陸道路の高規格化など、さまざま
な要望も出され、お互いに管内の現状課題について理解を深
めました。

11月15日

新　議　員　紹　介
　昨年 11月 27日に執行された、
大船渡市議会議員補欠選挙において
当選された新議員を紹介いたします。

住所：末崎町字小細浦 79
電話：0192-29-3650

宮 﨑　和 貴
（みやざき　かずたか）

49歳

所属委員会：総務常任委員会
会派：光政会

研修の様子

意見交換会の様子
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議会：主な活動日誌議会：主な活動日誌
  

大船渡市議会からの
お 知 ら せ

２月 17日㈮　第１回定例会（初日）
２月 22日㈬　第１回定例会（2日目）
３月　2日㈭　　　　〃　　（一般質問）
３月　3日㈮　　　　〃　　（一般質問）
３月　6日㈪　　　　〃　　（一般質問）
３月　9日㈭　予算審査特別委員会
３月 10日㈮　　　　〃
３月 15日㈬　第１回定例会（最終日）

令和５年第１回定例会等の日程（予定）
第1回定例会等の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。

21日
24日
26日
1日

4日
7日

8日
9日

10日

11日
15日

17日
22日
28日
29日
2日
6日
7日
9日

10月

12月

11月

総務常任委員会
光政会会派視察(～25日)
総務常任委員会、月例会議
教育福祉常任委員会、愛知県安城市議会
安城創生会行政視察対応
全員協議会
第9回奥州市議会・大船渡市議会・陸前高
田市議会議員研修会
会派代表者会
岩手沿岸南部広域環境組合議会定例会等
岩手県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会
議会運営委員会、気仙広域連合議会第2回定例会
大船渡地区環境衛生組合議会第2回定例会
大船渡地区消防組合議会第2回定例会
岩手県市議会議長会議員研修会
第3回臨時会、気仙地区議会議員協議会の
岩手県に対する要望活動、市政調査会研修会
教育福祉常任委員会
総務常任委員会、岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会
産業建設常任委員会
会派代表者会
月例会議
総務常任委員会
岩手県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会
産業建設常任委員会

12日
13日
16日
20日
21日
22日

23日

26日
27日
28日
10日

11日
12日
13日
18日
19日
23日

24日
27日
2日
3日

12月

2月

1月

会派代表者会
議会運営委員会、市政調査会役員会
第 4回定例会（初日）、総務常任委員会
岩手県後期高齢者医療広域連合議会臨時会等
第 4回定例会（一般質問）、会派代表者会
第4回定例会（一般質問）、議会運営委員会、
会派代表者会
第4回定例会（一般質問）、岩手県沿岸都市
議会連絡会議の岩手県に対する要望活動
令和 5年度予算に係る地区要望
第4回定例会（最終日）、月例会議、委員長連絡会議
議会運営委員会、令和5年度予算に係る市議会会派要望
気仙広域連合議会第1回臨時会、大船渡地区環境衛生組合
議会第1回臨時会、大船渡地区消防組合議会第1回臨時会
議会運営委員会
総務常任委員会、産業建設常任委員会
全員協議会、委員長連絡会議
議会運営委員会
教育福祉常任委員会
第１回臨時会、全員協議会
月例会議（臨時）、会派代表者会
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会幹事会
教育福祉常任委員会、月例会議
市議会防災訓練
全員協議会
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